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序 文 

 

 

 日本国政府は、イラン・イスラム共和国政府の要請に基づき、ア

ンザリ湿原生態系保全総合管理計画に係わる調査を実施することを

決定し、独立行政法人国際協力機構がこの調査を実施いたしました。 

 

 当機構は、平成 15 年 5 月から平成 16 年 12 月まで、日本工営株式

会社コンサルタント海外カンパニー地域社会事業部の定村寛文氏を

団長とし、調査団を現地に派遣いたしました。 

 

 調査団は、イラン・イスラム共和国政府関係者と協議を行うとと

もに、計画対象地域における現地調査を実施し、帰国後の国内作業

を経て、ここに本報告書完成の運びとなりました。 

 

 この報告書が、本計画の推進に寄与するとともに、両国の友好・

親善の一層の発展に役立つことを願うものです。 

 

 終わりに、調査にご協力とご支援を戴いた関係各位に対し、心よ

り感謝申し上げます。 

 

 

 

平成 17 年 3 月 

 

 

独立行政法人国際協力機構 

理事 北原 悦男 
 



伝  達  状 

 
独立行政法人国際協力機構 

理事 北原 悦男 殿 

 

今般、イラン国アンザリ湿原生態系保全総合管理計画調査を終了しましたので、ここに

最終報告書を提出いたします。 

 

カスピ海南部沿岸の渡り鳥の飛来地として国際的に知られるアンザリ湿原は、1975 年に

ラムサール湿地に登録されましたが、1993 年には環境の悪化している湿原としてモントル

ーレコードにも掲載されました。その後も、湿原流域からの下水・排水、ゴミ、土砂など

の流入により環境の悪化が進行しています。 

 

本調査は、アンザリ湿原生態系保全のための総合管理マスタープランを策定するととも

に、マスタープラン策定過程においていくつかのパイロット活動を実施し、湿原保全に係

わるステークホルダーのキャパシティ・デベロップメントを行う目的で実施しました。提

案の総合管理マスタープランは湿原生態系管理計画、流域管理計画、下水・排水管理計画、

廃棄物管理計画、環境教育計画および組織制度計画を網羅したものとなっております。ま

た、パイロット活動として環境教育プログラム、エコーツリズム、土壌流出対策等の 11

の活動をイラン側ステークホルダーとともに行い、マスタープラン策定やパイロット活動

を通じてステークホルダーのキャパシティ・デベロップメントに努めて参りました。 

 

調査団は、本報告書と調査期間中に実施した活動の成果がイラン国環境庁と農業開発推

進省をはじめとする関係諸機関に十分に活用され、アンザリ湿原の生態系保全と持続的な

利用が実現されることを切に願うとともに、本調査が日本とイラン両国間の友好と親善の

一層の発展に役立つことを願うものです。 

 

本調査期間中、多大なご支援、ご協力を賜った、貴機構、国内支援委員会、外務省、環

境省、国土交通省および在イラン国日本大使館の関係各位、JICA 専門家、さらに、イラン

国ナショナル・ステアリング・コミッティーおよびローカル・ステアリング・コミッティ

ーの関係各位およびカウンターパートに対し、心から感謝の意を表します。 

    

平成 17年 3月 

 

イラン国アンザリ湿原生態系保全 

総合管理計画調査団 

団長 定村 寛文 
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イラン国 

アンザリ湿原生態系保全総合管理計画調査 

調 査 概 要 

1. 調査の目的と調査対象地域 

本調査の目的は以下の通りである。 

1) JICA 調査団とイラン国側カウンターパート機関の緊密な協力によってアンザリ

湿原保全のための総合的なマスタープランを策定する。 
2) マスタープランの策定過程において特定された対策のいくつかについて、イラン

国の国・州レベルの関係機関を実施主体とし、パイロット活動として本調査期間

中に実施する。 
3) アンザリ湿原の劣化原因への対策、科学的研究の実施、総合的な湿原管理の調整

機能確立のため、関係機関および職員を対象としたキャパシティ・ディベロップ

メントの支援を行う。 

調査対象地域はアンザリ湿原とその流域で、流域面積は 3,610 km2である。（調査対象地域図

参照） 

2. マスタープランの目的と構成 

本マスタープランの目的は以下のとおりである。 

「アンザリ湿原とその流域の生態的バランスを維持するために 
総合的な環境管理を実施すること」 

また、本マスタープランは以下の 6 つのサブプランからなる。 

1) 湿原生態管理計画 
2) 流域管理計画 
3) 下水・排水管理計画 
4) 廃棄物管理計画 
5) 環境教育計画 
6) 組織制度計画 

3. マスタープランの目標年と社会経済フレームワーク 

本マスタープランの目標年は 2019 年とする。また、調査対象地域の人口は増加率を 1.8%/年
と想定して 2004 年の 116 万人が 2019 年には 152 万人に増加するものとする。都市人口が 113
万人、農村人口が 39 万人である。一方、ギラン州の GRDP は増加率を 5％/年と想定して 2000
年の 163 兆リアルが 2019 年に 413 兆リアルに増加するものとする。 
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4. マスタープランの提案事業 

4.1 湿原生態管理計画 

湿原生態管理計画で提案の事業および実施機関は以下のとおりである。 

コンポーネント 提案事業 実施機関 
環境ゾーニング (1) 環境ゾーンの設定 

(2) 環境ゾーニングの施行 
DOE、HUDO、MOJA
DOE、HUDO、MOJA

野生生物の保全 (1) 希少種の保全 
(2) 移入種の規制 

DOE、PSO 
DOE 

生息地の保全 (1) 規制の強化 
1) ガードステーションの建設 
2) レンジャーのｷｬﾊﾟｼﾃｨ･ﾃﾞｨﾍﾞﾛｯﾌﾟﾒﾝﾄ 
3) モーターボートの規制 

(2) 生息地の改善と維持 
1) 生息地の改善と維持 
2) 廃棄物対策 

 
DOE 
DOE 
DOE、PSO 
 
DOE 
DOE、MOE 

ワイズユースの促進 (1) エコツーリズムの開発 
1) エコツーリズム･ネットワーク構築 
2) 自然解説員の育成 
3) 施設整備 
4) エコツアーの実施 

(2) 自然資源の持続的な利用 
1) 持続可能なハンティングとフィッシング 
2) アゾラの有効利用 

 
DOE、CHTO、PSO
DOE、CHTO 
DOE、CHTO 
DOE、CHTO 
 
DOE、MOJA 
DOE、MOJA 

モニタリングとフィー
ドバック 

(1) 順応的管理のための環境モニタリング 
(2) 研究活動 

DOE、MOJA 
DOE、MOJA 

 

4.2 流域管理計画 

流域管理計画で提案の事業および実施機関は以下のとおりである。 

コンポーネント 提案事業 実施機関 
土壌浸食進行防止  (1) 土壌浸食防止（77 km2） 

1) 植生対策 
2) 構造物対策 

(2) 地滑り及び斜面崩壊防止対策 

MOJA (NRGO) 
MOJA 
MOJA 
MOJA 

森林及び放牧地管理 (1) 参加型資源管理パイロット活動の実施 
(2) 荒廃森林地（70 km2）の植林 
(3) 放牧地沿いの草地（112 km2）の植林  
(4) 林業計画に基づく森林管理（民間委託による

４小流域の管理） 
(5) 保護林の保全（55 地区） 

NRGO 
NRGO 
NRGO 
 
NRGO 
NRGO 

 (6) 放牧民による放牧地管理 
(7) 参加型森林管理事業実施に必要となる法制

度の整備 
(8) 家畜移転プログラムの改善 

NRGO 
NRGO 
 
NRGO 
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コンポーネント 提案事業 実施機関 

平野部管理 (1) 土砂供給源での管理 
(2) 沈砂池建設 
(3) 河川管理 

MOJA 
MOJA 
MOJA 

生計向上対策 (1) 州および地方 NRGO事務所のｷｬﾊﾟｼﾃｨ･ﾃﾞｨﾍﾞ

ﾛｯﾌﾟﾒﾝﾄ 
(2) 森林および放牧地管理における地域住民の

生計向上 

NRGO 
NRGO 

環境モニタリング (1) 土壌浸食防止のモニタリング 
(2) 土地利用／植生のモニタリング 
(3) 放牧地管理のモニタリング 
(4) 森林管理のモニタリング 
(5) 移転プログラムのモニタリング 

MOJA 
MOJA 
NRGO/MOJA 
NRGO 
NRGO 

組織・制度強化 (1) 関連機関の連携 
(2) 持続的な流域管理のためのｷｬﾊﾟｼﾃｨ･ﾃﾞｨﾍﾞﾛｯ

ﾌﾟﾒﾝﾄ 

NRGO 及び MOJA 
NRGO 及び MOJA 

 

4.3 下水・排水管理計画 

下水・排水管理計画で提案の事業および実施機関は以下のとおりである。 

コンポーネント 提案事業 実施機関 
(1) ラシュト市下水道整備 
ﾌｪｰｽﾞ1 サービス人口：253,816 人、処理容量：80,000 m3/日 
ﾌｪｰｽﾞ2 サービス人口：378,284 人、処理容量：80,000 m3/日 

GWWC 

(2) アンザリ市下水道整備 
ﾌｪｰｽﾞ1 サービス人口：77,920 人、処理容量：34,000 m3/日 
ﾌｪｰｽﾞ2 サービス人口：51,000 人、処理容量：20,000 m3/日 

GWWC 

(3) ソメサラ市下水道整備： 
サービス人口：56,980 人、処理容量: 12,700 m3/日 

GWWC 

(4) 個別汚水処理施設の普及促進：サービス人口: 113,000 人、

セップティックタンクの数：22,600 ユニット 
DOE 

都市部の生活排水

管理 

(5) 低リン洗剤の普及促進 DOE 
地方部の生活排水

管理 
(1) コミュニティ汚水処理システムの整備： 

サービス人口: 57,000 人、対象：21 村 
RWWC 

(1) 工業団地内への工場の集約：対象：6 工業団地 (アンザ

リ、ラシュト、ソメサラ、フーマンシャフト、マサール) 
DOE 
/私企業 

(2) 工業団地の集中排水処理施設の設置：対象：6 工業団地 
(アンザリ、ラシュト、ソメサラ、フーマンシャフト、マ

サール) 

MOIM 
/私企業 

工業排水管理 

(3) DOE によるモニタリングの強化 DOE 
(1) 畜産業者が排出する汚濁負荷の処理： 

対象：17 の既存畜産業者 
DOE 畜産排水管理 

(2) 平野部放牧地の家畜が排出する汚濁負荷管理  DOE 
農地からの汚濁負

荷管理 
(1) 低投入型農業の促進 MOJA 
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コンポーネント 提案事業 実施機関 

(1) 生活排水処理状況のモニタリング GWWC/RWWC 
(2) 工業活動および排水処理状況のモニタリング DOE/MOIM 
(3) 農業活動のモニタリング MOJA 
(4) 湿原への流入汚濁負荷量のモニタリング DOE 

環境モニタリング 

(5) 河川水質のモニタリング MOE 

 

4.4 廃棄物管理計画 

廃棄物管理計画で提案の事業および実施機関は以下のとおりである。 

コンポーネント 提案事業 実施機関 
一般廃棄物管理 (1) 環境啓発 

(2) 全地域での効率的な一般廃棄物収集 
1) 地方部への廃棄物収集サービスの提供 
2) 都市部での廃棄物収集頻度、収集箇所の削減 

(3) 適切な一般廃棄物処分 
1) 一般廃棄物のコンポスト化 
2) 衛生埋立処分場の建設 (ラシュト、アンザリ) 
3) 既存埋立処分場の閉鎖 

地方自治体 

産業・医療廃棄物管理 (1)有害廃棄物の適切な処理 
1) 重金属を含む有害廃棄物の前処理施設建設 
2) 感染性廃棄物の分別収集システムの構築 

(2) 非有害廃棄物処理 
1) 非有害産業廃棄物の発生量削減とﾘｻｲｸﾙの推進 
2) 産業廃棄物管理に係わる法制度整備 

 
IMO 
MOH 
 
IMO 
DOE 

環境モニタリング (1) 都市部の廃棄物管理のモニタリング 
(2) 地方部の廃棄物管理のモニタリング 
(3) リサイクル活動のモニタリング 
(4) 浸出水のモニタリング 
(5) 産業・医療廃棄物のモニタリング 

地方自治体 
地方自治体 
地方自治体 
DOE 
IMO/MOH 

 

4.5 環境教育計画 

環境教育計画で提案の事業および実施機関は以下のとおりである。 
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コンポーネント 提案事業 実施機関 

環境教育 (1) 学校での環境教育 
(2) 高等教育での環境教育 教育省、高等教育省 

環境啓発および住民参

加 

(1) 政策決定者 
(2) 宗教指導者 
(3) 経済界と産業界 
(4) 農民と地域コミュニティ 
(5) 住民と旅行者 
(6) NGO とジャーナリスト 

教育省、高等教育省、 
宗教指導者 
経済界、産業界、MOIM 
MOJA、地方自治体 
DOE、NGO 
マスコミ 

 

4.6 組織制度計画 

アンザリ湿原保全管理のための組織制度計画で提案の事業および実施機関は以下のとおりで

ある。 

コンポーネント 提案事業 実施機関 
(1) アンザリ湿原課の設立 

(2) WGLEP アンザリ湿原サブグループの設立 

アンザリ湿原管理機構

の設立 

(3) 年次アンザリ湿原フォーラムの開催 

(1) 合同研修 

(2) DOE 実務研修 

能力開発 

(3) 海外研修 

DOE, MOJA, 
NRGO, MOE, 
CHTO, MORT, 
WGLEP, 市, 及び
NGOs 

 

4.7 事業費および運営維持管理費 

本マスタープランで提案の事業の事業費および運営維持管理費は以下のとおりである。 

（単位：億リアル） 
サブ・プラン 事業費 運営維持管理費 

(1) 湿原生態管理計画 308 153 
(2) 流域管理計画 7,262 412 
(3) 下水・排水管理計画 24,485 4,424 
(4) 廃棄物管理計画 1,462 5,483 
(5) 環境教育計画 12 385 
(6) 組織制度計画 13 379 

合 計 33,542 11,235 
注：運営維持管理費は 2005-2019 年の 15 年分の合計 

 

4.8 事業実施計画 

提案の事業は優先付け評価を行い、評価結果を参考に事業実施スケジュールを作成した。す

べての提案事業は 2005 年～2019 年の 15 年間で実施されるものとする。また、提案事業の中

から早期に実施すべきと評価された 22 事業を優先事業として選定した。（詳細は 11 章参照） 
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4.9 マスタープランの評価 

提案のアンザリ湿原生態系保全総合管理マスタープランについて経済、財務、環境、社会、

技術の各方面から検討を行った。経済評価では、便益の定量的な評価が難しい便益が多いも

のの B/C=1.1、EIRR=13.1%と算定され、また、アンザリ湿原保全に対し流域住民の約 90%が

賛同していることから、本マスタープランは経済的に妥当であると結論付けられる。財務評

価は、提案事業の大半は収入を伴わないことから、政府予算と事業費の比較によりマスター

プランは財務的に妥当性であることを確認した。技術面では、提案の事業実施に要する技術

はイラン国が所有の技術で十分可能であることを確認した。環境面については本マスタープ

ランが環境改善目的であることから、事業実施による影響は小さい。社会面については現在

実施中の家畜移転プログラムについては慎重な対応が必要と考えられるが、その他の問題は

ない。以上を総合的に勘案し、本マスタープランは実施に値すると結論づけられる。（詳細は

10 章参照） 
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略 語 
 
BOD 生物学的酸素要求量 (Biochemical Oxygen Demand) 
CHTO 文化・遺産・観光局 (Culture, Heritage, and Tourism Organization) 
COD 化学的酸素要求量 (Chemical Oxygen Demand) 
ﾗﾑｻｰﾙCOP ラムサール締約国会議 (Conference of the Parties) 
DOE 環境庁 (Department of the Environment) 
DOE Guilan 環境庁ギラン事務所 (DOE Guilan Provincial Office) 
EIA 環境影響評価 (Environmental Impact Assessment) 
EPM 土壌浸食ポテンシャル算定法 (Erosion Potential Method) 
GDP 国内総生産 (Gross Domestic Product) 
GIS 地理情報システム (Geographic Information System) 
GRDP 地域内総生産 (Gross Regional Domestic Product) 
GWWC ギラン上下水道公社 (Guilan Water and Wastewater Company) 
HEEG 高等教育環境グループ (Higher Education Environment Group) 
HUDO 都市開発局 (Housing and Urban Development Organization) 
IMO 工業鉱山局 (Industrial Mining Organization) 
IPM 総合害虫管理 (Integrated Pest Management) 
ITTO イラン旅行観光局 (Touring and Tourism Organization) 
JICA 国際協力機構 (Japan International Cooperation Agency) 
MOE エネルギー省 (Ministry of Energy) 
MOH 保健省 (Ministry of Health, Treatment and Medical Education) 
MOIM 工業鉱山省 (Ministry of Industries and Mines) 
MOJA 農業開発推進省 (Ministry of Jihad-e-Agriculture) 
MOJA Guilan 農業開発推進省ギラン事務所 (MOJA Guilan Provincial Directorates) 
MORT 道路運輸省 (Ministry of Roads and Transportation) 
MPO 管理計画庁 (Management and Planning Organization) 
NGO 非政府組織 (Non Government Organization) 
NRGO 自然資源局 (Natural Resources General Office) 
NWWEC 国家上下水道公社 (National Water, Wastewater, and Engineering Company) 
PRA 参加型村落調査 (Participatory Rural Appraisal) 
PSIAC 太平洋南西部機関委員会 (Pacific Southwest Inter-agency Committee) 
PSO 港湾局 (Ports and Shipping Organization) 
RICC ラシュト工業団地管理会社 (Rasht Industrial City Corporation) 
RWO 地方水管理局 (Regional Water Organization) 
RWWC  地方上下水道公社 (Rural Water and Wastewater Company)  
SWIM 廃棄物処理改善会議 (Solid Waste Improvement Meeting) 
SWIM-H 医療廃棄物会議 (Solid Waste Improvement Meeting for Hospital Waste) 
SWIM-I 産業廃棄物会議 (Solid Waste Improvement Meeting for Industrial Waste) 
SWIM-M 一般廃棄物会議 (Solid Waste Improvement Meeting for Municipal Waste) 
T-N 全窒素 (Total Nitrogen) 
T-P 全リン (Total Phosphorus) 
WGLEP 土地利用・環境･人口問題ワーキンググループ  

(Working Group on Landuse, Environment and Population) 
WMD 流域管理局 (Watershed Management Department of MOJA) 
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略 語（単 位） 

 
長さ 

mm ミリメートル 
cm センチメートル 
m メートル 
km キロメートル 

 
面積 

m2 平方メートル 
km2 平方キロメートル 
ha ヘクタール 

 
 
体積 

m3 立法メートル 
l, L リットル 

 
 
濃度 

ppm ピーピーエム 
(100 万分の 1：微少含有量) 

mg/L ミリグラム/リットル 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

重量 

mg ミリグラム 
g グラム 
kg キログラム 
ton トン 

 
時間 

sec 秒 
min 分 
hr 時間 
yr 年 

 
貨幣 

IRR イラン国リアル 
JPY 日本国円 
USD 米国ドル 

 
その他 

% パーセント 
°C (セ氏)度 

 
 



1

1

( 193 km2)
1975 (150 km2)

2002 11
(S/W) (DOE)

(MOJA) (JICA)

1) JICA

2) 

3) 

3,610 km2 2003
2 2005 3 26 1 2003 2 ~2004
2 2 2004 5 2005 3



2

2

2.1

2.1.1

(1) 

2001 (GDP) 741 860 2003
1997 2001 GDP 23.1

(15.5%) (15.1%) (14.5%) (11.6%) (10.9%)
2

GDP 16%

5 3 5 2000-2004
3 5

5

(2) 

1996/97 1996/97 60
2001/02 66 30

68

2.1.2

(1) 

GRDP 2000 16 28
10

1998
2001 86.8%

2002 28.6
/ 19.3 / 33.1 / 19.0

/



2

3

 1998 1999 2000 2001 2002
(1) 758,121 853,109 1,081,499 1,437,840 2,006,661 
 1) 199,890 283,850 380,358 436,530 479,056 
 2) 558,231 569,259 701,141 1,001,310 1,527,605 
(2) 758,121 853,109 1,081,499 1,437,840 2,006,661 
 1) 616,137 695,870 897,776 1,118,579 1,498,614 
 2) 141,984 157,239 183,723 319,261 508,047 

2003/04 

(2) 

2003 250 110
46

 (%)  (%) 

132,297 11.4% 5.3% 
647,452 56.0% 25.8% 
75,512 6.5% 3.0% 

138,665 12.0% 5.5% 
110,579 9.6% 4.4% 
52,111 4.5% 2.1% 

1,156,616 100.0% 46.1% 
2,508,605 - 100.0% 

MPO JICA

1.8 3 5

2.2

2.2.1



2

4

400 2,000 mm
800 mm

0.8°C 37.3°C 17°C
(24% 100%) 66%

2 25 m 500 m

500 m 3,000 m

2.2.2

36º55’ 37º32’ 48º45’ 49º42’
 3,105 m

25 m

2
60 km 20 40 km 70 km

25 km 100 m
1 %

2,500 3,000 m 25 %

2.2.3

(1) 

1,200 mm
1,800 mm 1,300 1,600 mm

10 (230 mm) 6 (65 mm)

( mm)  
 1  2  3  4 5 6 7 8 9 10  11  12

182.8 133.1 111.2 50.7 50.9 43.0 46.0 130.2 197.1 338.8 299.7 244.6 1,828.1
131.4 121.7 76.6 59.0 46.3 44.6 53.4 119.5 195.1 177.2 150.2 110.8 1,271.5
105.9 117.5 95.5 106.1 105.4 108.8 119.5 238.7 220.0 170.5 143.7 101.5 1,618.9

MOE 

(2) 

3,610 km2 10
100 700 km2



2

5

76 m3/s 2,400 m3/

 ( m3/s) 
1  2  3  4  5  6 7 8 9 10 11 12
63.0  68.3  81.5  67.7  49.7  33.0 31.4 33.8 73.8 106.8 95.4 65.7  76.1 

MOE 

(3) 

1930 2000 70
1929 25.27 m 1977 28.44 m 1977

1994 26.10 m
2003 9 26.20 m 26.40 m

4
40

40 cm

2.2.4

(1) 

1
2 3

4

4



2

6

(2) 

2.2.5

42
 700 m Querco-Buxetum 

 700 m 1,000 m Querco-Carpinetum Parrotio-Carpinetum 
 1,000 m 2,300 m Rusco-Fagetum Arctostaphylo 

3  2,300 m 

2.2.6

1987 1991 2002

1987  1991  2002
(km2) (%) (km2) (%) (km2) (%)

 57.5 1.6 57.7 1.6 45.5 1.3 
 72.0 2.0 61.0 1.7 118.0 3.3 

 460.2 12.8 467.7 13.0 311.2 8.6 
 1,073.6 29.8 1,062.6 29.5 962.5 26.7 

 1,331.6 36.9 1,401.3 38.9 1,513.5 42.0 
 73.6 2.0 211.2 5.9 107.7 3.0 
 356.8 9.9 145.1 3.9 255.9 7.1 

 181.4 5.0 200.2 5.6 292.4 8.0 
 3,606.8 100.0 3,606.8 100.0 3,606.8 100.0 

1) 
2) 1991 2002



2

7

100 km2

3) 

2.3

(i) (ii) (iii) 

 (Scott, D.A. ed, 1995) 2003 2004

2.3.1

(1) 

(i) (ii) (iii) 
1/4

1/4

Yecom consultant, 1989 (Ceratophyllum demersum)
(Typha latifolia) (Phragmites australis) 31

Caspian Sea 
Bony Fishes Research Center 2003 8 10

24 IUCN

(2) 

140 63 62 13
7 (Yecom consultant, 1989) 77 ( 53%)

(Chlidonias hybridus)
(Ardiae)6

(Porphyrio porphyrio)



2

8

1970
0 800,000 2002 2003 400,000
150,000

DOE 2003 8 2004 3
7 89 146,000

27 110,000  (Anas crecca) 40
(Fulica atra) 30  (Anas querquedula) 18 3
88

(Phalacrocorax pygmaeus) (Aythya nyroca)
(Falco naumanni, Falco pelegrinoside) (Falco peregrinus)

(Aquila clanga) (Haliaeetus albicilla) (Pelecanus crispus)
8 (Anthya nyroca) 20

 (Haliaeetus 
albicilla) 1

(3) 

1940 5,400 5,700
1980 75

49 39 (Abbasi et al., 1999) 2003 9
2004 1

34 12,488

(2 3m) 

16
Clupeonella cultriventris ( ) Abramis brama orientalis (

) Rutilus rutilus caspicus Perca fluviatillis ( ) Neogobius 
melanostomus ( ) 1



2

9

2.3.2

(1) 

(2) 

400,000
30 110,000 290,000

(3) 

1970 1980
DOE

1990

(Hol il and Oláh, 1992)

2.3.3

(1) 

2003 9 12
COD T-N

T-P



2

10

( mg/L) 

COD 35 39 43 27 44 39 
DO 7.8 7.1 7.3 7.6 8.3 7.7 
T-P 0.32 0.20 0.30 0.17 0.09 0.21 
T-N  2.0 2.2 2.7 2.0 2.5 2.4 

Chl. A 3 9 28 16 31 21 
JICA

US EPA COD
(COD >30 mg/L) T-P  (Vollenweider

0.03 - 0.1mg/L US EPA: >0.02mg/L OECD: 0.035 - 0.1mg/L)

(2) 

COD 200 mg/L
DO

1 66

2.3.4

(1) 

(2) 
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400 100
100,000 30

40,000
30

2.4

2.4.1

(1) 

(1974 1992 ) (1975 1995 )
(1967 1996 ) (1967)

(1994)

(2) 

DOE DOE
DOE

DOE 11

2.4.2

(1) 

3 (4,500 ha) 1967
1971 1975

(360 ha) 1970
(477ha) 1991 2002

DOE 2002 2003 (347 ha) (367 ha)
(119 ha)
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(2) 

DOE
DOE

1) 
2) 
3) 
4) 
5) 

1995 DOE
DOE

(3) 

DOE
3

( ) 21
2 ( ) 10

3 ( ) DOE

(4) 

1970 1980
DOE

5 100 ha

(5) 

DOE 3

2001 2002 2003 
 ( ) 986 1,042 988 
 ( ) 47 50 69 
 ( ) 67 73 65 

3,186 2,902 2,577 
DOE (2003) 
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3 ( ) 6
20 10

(6) 

DOE

DOE 1

(Phalacrocorax  pygmaeus)
(Chlidonia hybridus) (Ardea cinerea) 6 7

2.4.3

1) 
2) 
3) 
4) 
5) 
6) 
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2.5

2.5.1

(1) 

3 Erosion Potential Method (EPM) Pacific Southwest Inter-agency 
Committee Method (PSIAC) Miyazaki-Oonishi Method

32.6 7.4
40

/ MOJA GIS
20 /

(2) 

1984 NRGO
3,900

43.1 1 NRGO 80~90
4,600 50.7

11.5 /ha NRGO
3.7 /ha

1960
1963

77 km2 70 km2

112 km2

1960
1960 182 km2

                                                  
1 NRGO 1 1 1 5
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2.5.2

(1) 

1962
1967 1997

(2) 

MOJA
NRGO MOJA

NRGO
MOE

2.5.3

(1) 

1998 2002 MOJA

/
1,150 m3

850 m3

550 m3

400 ha  

1999 - 2002 
2000
1995
1996

 220 ha 1998 
450 m3

700 m3
2000
2000 -2002 

( )

120 ha 
430 m3

250 m3

1999 – 2002 
2000 -2002 
2001 -2002 

 85 ha 1998 -2002 
250 m3

30 ha 
1999
2001 -2002 

MOJA

MOJA
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(2) 

161,300 ha 27,100 ha 26,900 ha 215,000 ha
NRGO 6

182 km2

NRGO 1960

1990
2003 8

No.26239/16276
NRGO

3,900 43.1
3,900 1,800 2,100

337 5.2
6

3,600 37.9
693 7.6

29 3,250 ha 25
39,511 ha NRGO

4
107,275 ha NRGO

4 30,200 m3

NRGO 1981 2002 31,500 ha
5 2,435 ha NRGO

1960

(3) 

NRGO

1985



2

17

NRGO 156
40

NRGO

(4) 

MOJA
74,000

326,000

2.5.4

1) 
2) 
3) 
4) 
5) 
6) 
7) 

2.6

2.6.1

(1) 

762,000 394,000 41 862,000
98,700 ha 199,000 ha

(2) 

COD T-P
COD 65,300 / T-P 820 /
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( / )
COD COD T-P T-P 

 130 g/ /  35,247 1.8 g/ /  488.0 
 40 g/ /  5,757 0.5 g/ /  77.7 

 50 mg/L 110 6.0 mg/L 13.1 
 ( ) 26g/ /  3,083 0.5g/ /  59.3 
 ( ) 6.5g/ /  1,275 0.125 g/ /  24.5 
 107 kg/ha/  10,562 0.98 kg/ha/  96.7 

 47 kg/ha/  9,306 0.3 kg/ha/  59.4 
65,338  818.8 

JICA

2.6.2

GWWC RWWC
DOE

DOE

( mg/L) 

BOD 30 30 100 
COD 60 60 200 
Ammonia per NH4 2.5 1 - 
Nitrite per NO2 10 10 - 
Nitrate per NO3 50 10 - 
Total Phosphorous 6 6 - 

(2) 

NWWEC GWWC RWWC
MOIM DOE MOJA
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  1)
2)

NWWEC, 
GWWC 

  1) RWWC 
1)
2)

DOE  

1) MOIM 
 1) .

2)
DOE 
NRGO 

 1)
2)

MOJA

2.6.3

(1) 

762,000
200

100

GWWC 10
92%

GWWC

m3/
( 1) 253,816 80,000 
( 2) 378,284 80,000 
( 3) 93,600 30,000 
( 1) 77,920 34,000 
( 2) 51,000 20,000 
( 3) 8,712 - 

16,095 3,600 
14,357 3,200 

893,784 250,800  
56,980 12,700 
46,000 10,300 
24,762 5,600 

127,742 28,600  
JICA

(2) 

394,000
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RWWC 2022 2 40%
7 Atashgah Kheshtnasjed Gasht Loleman Norgeston

Sheikhneshin Aliabad 16
18,300

(3) 

DOE 2002 41

 (nos.)  (m3/ )
11 3,407 
15 1,476 
3 728 
6 383 
5 404 
1 217 

41 6,615 
DOE 

6,600 m3/ 3%

420 ha 125 
38 ha 2 MOIM

100 ha 15 MOIM
14 ha -- MOJA
------- ------- ( ) MOIM
50 ha 34 MOIM 85 ha

MOIM

MOIM
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(4) 

862,000
309,000 417,000 120,000 17,000 47,000

4

200,000

537,000

20,000

20 17 3,000

DOE

(5) 

96,500 ha 81,200 ha 15,300 ha

MOJA

1) 

MOJA 2002 75 kg/ha
4 kg/ha 26 kg/ha

MOJA

MOJA
MOJA 1992 36 kg/ha/ 2002 4 kg/ha/

2) 

4.5 kg/ha 0.1 lit./ha
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2.5 kg/ha 1994 MOJA
IPM

10 1/3

2.6.4

1) 
2) 
3) 
4) 

2.7

2.7.1

670

121

66

2.7.2

(1) 

2004 6

DOE (1974)
2001 DOE 3
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(2) 

(Shahrs) (Dehestans)
10

2004

2.7.3

(1) 

744,000 670 / 900 g/ /
65% 86%

6 7
34 /

2002 200

394,000 121 / 300 g/ /

32 /

(2) 

20,000 100,000 /
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(3) 

DOE

50

4

2.7.4

1) 
2) 
3) 
4) 
5) 
6) 
7) 
8) 

2.8

2.8.1

DOE MOJA NGO
1992



2

25

2002 2005
10

2.8.2

(1) 

(1999 ) 3 5

(1971 )
(2003 )

(2) 

DOE
MOJA

MOIM DOE 40
NGO

2.8.3

(1) 

DOE

DOE
2003 12 1

(2) 

DOE

NGO
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2.8.4

(1) 

(2) DOE

DOE

DOE 2002
COP

2005

2.8.5

(1) 

DOE MOJA NRGO

(2) 

MOJA MOJA

6



2

27

(3) 

NRGO NRGO
20 16

17 NGO

2.8.6

(1) DOE

DOE

DOE

NGO DOE

(2) NGO

NGO 30 NGO

Sabz NGO
NGO

DOE

(3) 

(CHTO)

CHTO
CHTO
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(4) 

2.8.7

(1) 

(2) 

(EIA) EIA

(3) 

(PRA)
(2003 3 )

MOJA DOE

(4) 

DOE 1998

NGO

MOJA
 MOJA

MOJA

PRA CENESTA Igra NGO NGO
CENESTA Igra

NGO
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2.8.8

1) 
2) 
3) 
4) 
5) NGO

6) 
7) 
8) 

2.9

2.9.1

2.9.2

(1) 

19 ( )
3

22 1
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(2) 

16 2

2.9.3

1) 
2) 
3) 
4) 
5) 
6) 
7) 
8) 
9) 
10) 
11) 
12) 
13) 
14) 2

15) 
16) NGO

NGO DOE Sabz
NGO

                                                  
2 ITTO (CHTO)



2

31

2.9.4

16
1

(WGLEP) WGLEP

- WGLEP
-
- 2 1

WGLEP

2.9.5

1) 
2) 
3) 
4) 
5) 
6) 
7) 
8) 
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3.1

1975
1980

90%

-

-

-

-

3.2

3.2.1
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3.2.2

JICA (2004)

(1) 

(2) 
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(3) 

(4) 

DOE MOJA

3.3

2019 1398
1384 1388 2005

2009 1389 1393 2010 2014
1394 1398 2015 2019

3.4

6
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3.5

(1) 

2004 1.16 50%
2019 1.8%/ 1.52

1.13 0.39 15
44 0.3

( : )

2004 132.3 647.5 75.5 138.7 110.6 52.1 1,157 763 394 
2019 155.9 927.7 85.9 159.4 126.5 64.2 1,520 1,127 393 

: MPO JICA
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(2) 

(GRDP)
5 2019 GRDP

1998 2002 5.8% 2002 GRDP
5% 2000 GRDP 163

2019 GRDP 413 2004

 GRDP ( )
2000 163 
2005 208 
2019 413 

: JICA MPO

3.6

(1) 

2004 6

1  = 8,652 100  = 7,955  (2004 6 30 )

(2) 

1) 
1. 
2. 
3. 
4.  (1. 5% ) 
5. (1. 10%) 
6.  (1. 3. 20%) 
7.  (1. 6. )

2) 
1. 
2. 
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3.7

(1) 

(2) 
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4.1

15 40

4.2

4.2.1

-

4.2.2

1 2 3
4

(1) 

MAB
1) 2) 3) 3

(2) 
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(3) 

(4) 

4.3

(1) 

DOE
1 2 3 3
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1)
a) 

(
)

b) (
)

2)
( )

500 m
3)

3 km
JICA

(2) 

DOE MOJA/NRGO PSO

1) 

3 2
DOE

2
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10
12

2) 

IPM

DOE

3) 

DOE 2

EIA

(3) 

DOE MOJA/NRGO HUDO
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5 1

4.4

(1) 

4

Haliaeetus albicilla
( ) 3

Aythya nyroca  
( )

 ( 1 2 m)

Vimba vimba persa 
( )

5
6

Lutra lutra
( )

JICA

-  ( )  (
)

- : Aythya nyroca
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- : Abramis brama orientaris Rutilus frisii kutum
Lutra lutra

(2) 

30%

Hemiculter leucisculus Gasterosteus aculeatus Liza aurata ( )
Comb jellyfish

4.5

(1) 

1) 

DOE

6
1) 2) 
3) 3

2) 
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3) 

(2) 

1) 

Haliaeetus albicilla
1982

10 ha

2 200 m 200 m 400 m
400 m 

EIA

2) 
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4.6

(1) 

1) 

2) 

DOE

3) 

DOE

5 10
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4) 

DOE

a)  ( )
b) 
c) ( )
d) 
e) 
f)
g) 

5) 

50
DOE
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(2) 

1) 

( )
( ) 6 / 3 / 80,000
( ) 10 / 3 / 500,000
( ) 20 / 3 / ( ) 1,500,000
( ) 12,000

JICA

350

DOE 1,000

2) 

4.7

(1) 
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4

1) 5 1
2) 
3) 
4) 

(2) 

1) 
2) 
3) 
4) 
5) 

4.8

DOE
9

4.9

4.9.1
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 (1) 
(2)

DOE, HUDO, MOJA
DOE, HUDO, MOJA

 (1) 
(2)

DOE, PSO 
DOE 

 (1) 
1)
2)
3)

(2)
1)
2)

DOE 
DOE 
DOE, PSO 

DOE 
DOE, MOE 

 (1) 
1)
2)
3)
4)

(2)
1)
2)

DOE, CHTO, PSO 
DOE, CHTO 
DOE, CHTO 
DOE, CHTO 

DOE, MOJA 
DOE, MOJA 

(1)
(2)

DOE, MOJA 
DOE, MOJA 



A1

RashtRasht

MasalMasal

SangarSangar

Rezvan Shahr

Siyah MazgiSiyah MazgiSiyah Mazgi

To Kiyashahr

CASPIAN SEA

B1

B2

A2

Abkenar

Nowkhaleh
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Anzali Port

Rasht
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Somesara
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Siakeshim
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C1

C2

C3

C4

1.環境ゾーニング

 (1)環境ゾーンの設定

��      1)コアゾーン

��       1-1)保護ゾーン

���      A.野生生物保護区

���         (A1 ソルハンコル、A2 セルク)

���      B.保護地域

���         (B1 シャクラム、B2 魚の産卵場)

���      C.禁猟区

���         (C1 チョッカム、C2 フセインベカンデ、

���          C3 ガラムグーデ、C4 越冬地)

��       1-2)ワイズユーズゾーン

���      ラグーン

���      ヨシ原

��      2)バッファゾーン

���      水際線

��      3)トランジションゾーン

 (2)環境ゾーニングの施行

2.野生生物の保全

 (1)希少種の保全

 (2)移入種の規制

3.生息地の保全

 (1)規制の強化

���      ガードステーション (計画)

���      ガードステーション (既設)

 (2)生息地の復元と維持

���      水上ブーム

���      開放水面（新たな生息地）

4.ワイズユースの促進

 (1)エコツーリズムの開発

���      エコツーリズムボートルート

���      自転車専用路

���      アクセス道路

���      環境教育センター（既設）

���      観察塔（計画）

���      観察塔（既設）

���      ビジターセンター

���      鳥類観察小屋（計画）

���      鳥類観察小屋（既設）

���      スポーツフィッシング地域

���      カヤックステーション

 (2)自然資源の持続的な利用

5.モニタリングとフィードバック活動

 (1)順応的管理のための環境モニタリング

 (2)環境リサーチ

提案事業／対策

,

æ

,

ó
_F

v

E
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国際協力機構

イラン・イスラム共和国
アンザリ湿原生態系保全総合管理計画調査

 図4.9.1 
 湿原生態管理計画
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4.10

2004 2019
( ) 308 13 /

( )
( ) ( / )

   
18,000 0 0 

175 732 49 
   

175 262 20 
2,076 420 32 

   
737 2,974 228 
449 690 111 

   
9,199 3,298 392 

0 524 35 
   

0 5,656 377 
0 700 50 

 30,811 15,256 1,294 
JICA

4.11 

(1) 

4.9 DOE MOJA HUDO PSO
MOE CHTO

(2) 

3
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A A A A B A B B B B B(25)

A A A A B A B B A A A(27)

A A A B B B B C C B(22)

A B B A A B B B B A B(22)

A B A A A B B B B A B(23)

A A B A A A B B B B A(25)

A A B A B A B B B C B(23)

A A B A B B B A A B B(25)

A A B A B A B A A C B(25)

A A B A B B B A A B B(25)

A B B A B B A B B B B(21)

B A B B B A B B B C C(18)

B A B B B A B B B C C(18)

B B B B B B B B B B C(15)

B A A A A A A A A B A(26)

B A A A A A A A A B A(26)

B A A A A A A A A B A(26)

B A B B A A A A A B B(23)

B A B B A B A A A B B(22)

B A B A A A A A A B B(25)

B A B A A A B A A B B(24)

A A A A B B A B A B A(26)

A A A A B B A A B A A(27)

A A B A B B B B B B B(23)

3 3 1 2 1 1 1 1 1 1 -

JICA

(3) 
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JICA

(4) 

5 4 5

1) 
2) 
3) 
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5.1

40 80

1) 
2) 
3) 

5.2

5.2.1

1) 
2) 

5.2.2

1) 
2) 
3) 
4) 
5) 
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5.3

(1) 

175 ha

76.7 km2

(km2)
 1.7 /100 ha 76.7 131

 37 /100 ha 76.7 2,836
 12 /100 ha 76.7 920

 2.5 km/100 ha 76.7 191 km 
 10 ha/100 ha 76.7 7.67 km2

 76.7 76.7 km2

 76.7 76.7 km2

JICA

(2) 
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(3) 

119,300 119,300 0 
58,100 16,600 
6,700 64,800 6,700 28,300 41,500 

14,100 3,100 
125,500 139,600 125,500 128,600 17,200 *2 

323,700 276,200 58,700 
*1
*2 (25,900 2/3

5.4

(1) 

1963 NRGO

1,500 m

8

(2) 

NRGO

4

500 ha 50~100
5
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(3) 70 km2

1,500 m

2008

NRGO

(4) 112 km2

112 km2

441 km2 112 km2

70 km2 77,700 259 km2 3
/ha=77,700

76,000 112 km2

(5) 

NRGO
NRGO

NRGO

1) 
2) 

3) 

4) 
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(6) 

DOE NRGO

1 39,511 ha 
29 3,250 ha 
25 10~100 ha/site 

(7) 

1) 
2) 
3) NRGO
4) 

(8) 

/

NRGO
/NGOs/

(9) 

NRGO
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1) 
2) NRGO
3) 

5.5

74,000 400,000

(1) 

(2) 

10,000 m2 200 m 50 m
64,000 / 39,000 / 40%(25,000

/ )

25,000 MOJA

(3) 
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10

5.6

(1) 
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1)
2)
3)

(2) NRGO

1) 
2) 
3) 
4) 
5) 
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(3) 

112 km2

50 1,360 440
1,600

220 950 730
73

5.7

MOJA NRGO

1) 
2) 
3) 
4) 
5) 

5.8

(1) 

1) NRGO WMD
2) NRGO DOE
3) NRGO WMD RWO
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(2) 

1) 
2) 
3) 

5.9

5.9.1

(1)

(2)

1)
2)

MOJA (NRGO) 
MOJA
MOJA
MOJA

(1)
(2)
(3)
(4)
(5)

70 km2

112 km2

NRGO 
NRGO 
NRGO 
NRGO 
NRGO 

 (6) 
(7)
(8)

NRGO 
NRGO 
NRGO 
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(3)

MOJA
MOJA
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(2)

NRGO NRGO 
NRGO 

(1)
(2)
(3)
(4)
(5)

MOJA
MOJA

NRGO/MOJA 
NRGO 
NRGO 

(1)
(2)

NRGO & MOJA 
NRGO & MOJA 
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図 5.9.1

流域管理計画
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555 000 555 101010 15 km15 km15 km
ScaleScaleScale

流域界

アンザリ湿原

アンザリ・ラグーン

河川

都市

州都

道路

小流域界

1. 土壌浸食進行防止

  (1)土壌浸食防止工(     ) 

  (2)地滑り及び斜面崩壊防止対策工

2. 森林及び放牧地管理

  (1)参加型資源管理パイロット活動の実施

  (2)荒廃森林地（70km2の植林）および放牧地沿いの草地

　　（112km2）の植林（　　 ）

  (3)林業計画に基づく森林管理（民間委託による

     ４小流域の管理）(     ) 

  (4)保護林の保全 (     )  

  (5)放牧民による放牧地管理 (     ) 

  (6)参加型森林管理事業実施に必要となる法制度の整備

  (7)家畜移転プログラムの改善

3. 平野部管理

  (1)土砂供給源での管理 

  (2)沈砂地の建設（　）

  (3)河川管理

4. 生計向上支援

 (1)NRGO地方事務所の能力開発

 (2)森林および放牧地における地域住民の生計向上

5. 環境モニタリング

 　土壌浸食防止、土地利用／植生、放牧地管理、

　 森林管理、移転プログラムに関するモニタリング�

6. 組織・制度強化

 (1)関連機関の連携

 (2)持続的な流域管理のための能力強化

提案事業／対策

国際協力機構

イラン・イスラム共和国
アンザリ湿原生態系保全総合管理計画調査

E 49o 00' E 49o 30'

N 37o 30'
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65

5.10

2004
7 268 29

( )
( ) ( / )

1. 
(1)  *1 
1) 60,775 - - 
2) 146,230 10,164 678 

(2)  *1 57,960 4,000 267 
2. 
(1) 13,070 - - 
(2) (70 km2) 59,559 - - 
(3) (112 km2) 97,424 - - 
(4)  *2 
(5)  *2 
(6) 8,923 23,377 1,496 
(7) 236 - - 
(8) 3,666 - - 

3.    
(1) *1 83 - - 
(2) 628 2,163 144 
(3) - - - 

   
3,477 - - 

- - - 

 (1) - 185 12 
 (2) - 83 6 
 (3) - 245 16 
 (4) - 594 40 
 (5)  2,520 168 
6. 
(1) 
1) NRGO WMD  *2 
2) NRGO DOE  *2 
3) NRGO WMD RWO  *2 

(2) 
  1) 1,023 - - 
  2) 510 - - 
  3) - - - 

453,564 43,331 2,889 
273,221 - - 
726,785 43,331 2,889 

 *1 
 *2 
 *3 2. ”

”
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5.11 

(1) 

5.9 MOJA NRGO DOE

(2) 

3

1.         
 (1)         
  1) A A A A A A B A (21) 
  2) A A A B A A B A (19) 
 (2) A B A B C B B B (14) 
2.         
 (1) A A B A B A A A (19) 
 (2) A A A B A A B A (19) 
 (3) B B B A B A B B (14) 
 (4) 
 (5) 
 (6) A A A A B A A A (21) 
 (7) B B B A B A A B (15) 
 (8) B A B A B A A B (17) 
3.         
 (1) B B B B B B B C (11) 
 (2) A B A C B B C C (10) 
 (3) B B B B B B B C (11) 
4.         
 (1) NRGO A A B A B A A A (19) 

(2) 2

5.         
 (1) B A B C A A A B (14) 
 (2) A B B B B A A B (15) 

2 2 2 2 1 1 1 - 

JICA

(3) 
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(4) 

1) 
2) 
3) 
4) 70 km2

5) NRGO
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6.1 

65,300 COD 6,930
T-N 819 T-P

DOE MOJA GWWC

6.2 

6.2.1 

6.2.2 

1) 
2)  
3) 
4) ,
5) 
6) .

(1) 

2019 COD 30 mg/L T-P
0.2 mg/L T-N 2 mg/L 2019
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COD 44% T-N 32% T-P 52% COD 
10% T-N 7% T-P 12%

/

COD  23,718 63,433 87,151 
 21,292 35,237 56,529 

 1,945 28,196 30,141 
T-N  2,748 5,838 8,586 

 2,543 3,945 6,488 
 205 1,893 2,098 

T-P  271 840 1,111 
 246 401 647 

 25 441 466 
JICA

(2) 

6.3 

(1) 

2019 60

70%

1) 748,000 43,000

2) 
3) 

(2) 

2019
28,200 / COD 1,900 / T-P 440 / T-P

1,900 / COD 210 / T-P 25 /
T-P

785,000 53,000
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( ) m3/
( 1) 253,820 80,000 
( 2) 378,280 80,000 
( 1) 77,920 34,000 
( 2) 51,000 20,000 

 761,020 214,000 
 56,980 12,700 

 56,980 12,700 
 818,000 226,700 

JICA

(3) 

2019 5% 113,000

22,600 100 m3

2

(4) 

6.4 

(1) 

COD T-P

RWWC
2
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(2) 

RWWC 40%

40% 5 5% 2019 15

 2004  2009  2014  2019
 394,100 393,200 392,700 392,700 

( )
0

(0%)
18,300 

(5%)
39,300 
(10%)

58,900 
(15%)

 - 7 14 21 
JICA

6.5 

(1) 

2004 2019 15 2.75
6,600 m3/ 21,000 m3/

1) 
2) 
3) DOE

(2) 

1) 
2) 5 10

(3) 
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 (ha) (m3/ )
 420 14,000 RICC 
 85 5,000 MOIM 
 38 500 MOIM 
 100 500 MOIM 
 14 500 MOIM 
 20 500 MOIM 

JICA

(4) DOE

DOE
50

DOE
30 DOE

DOE

6.6 

(1) 

862,000

20

(2) 

20 17 3,000

DOE



6

73

(3) 

20,000

6.7 

(1) 

MOJA
10 1/10 2002

20,000ha (22%)

MOJA 6,000 324
500 600

/ha

(2) 

1) 

COD T-N T-P

-
-  ( )
-
- DOE

4
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2) 

(IPM) MOJA
IPM

MOJA 1999 IPM
IPM IPM

10 10
IPM

IPM

IPM

3) 

6.8 

1) 
2) 
3) 
4) 
5) 
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6.9 

(1) 

(2) 
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6.10 

6.10.1

(1)
1 253,816 80,000 m3/
2 378,284 80,000 m3/

GWWC 

(2)
1 77,920 34,000 m3/
2 51,000 20,000 m3/

GWWC 

(3)
56,980 12,700 m3/

GWWC 

(4)
113,000

22,600 

DOE 

(5)  DOE 
(1)

57,000 21
RWWC 

(1)
6  (

)

DOE 
/

(2)
6  (

)
21,000 m3/

MOIM 
/

(3) DOE  DOE 
(1)

17
DOE 

(2)   DOE 
(1)

1)
2) (IPM)
3)

MOJA

(1) GWWC/RWWC 
(2)  DOE/MOIM 

 (3)  MOJA 
 (4)  DOE 
 (5)  MOE 



N

 6.10.1

77
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6.11 

2004 2019
24,500 426

/

( ) ( ) ( / )
1.     
(1)     

 1) ( 1) 741,088 
 2) ( 2) 588,426 274,218 25,810 

(2)     
1) ( 1) 510,018 
2) ( 2) 177,633 90,161 8,443 

(3)  214,380 33,984 4,076 
(4)  28,250 283 283 
(5)  0 1,940 194 

2.     
(1)     

1) 1  (7 ) 19,830 
2) 2  19,830 
3) 3  19,830 

8,349 1,089 

3.     
 (1)  1,330 0 0 
 (2)     

1)  67,500 
2)  60,750 

17,249 2,052 

 (3) DOE  0 4,095 273 
4.     
 (1)  500 260 20 
 (2)  500 300 84 
5.     
 (1)     

1)
2) (IPM)
3)

0 3,960 402 

6.  0 5,250 350 
 2,449,866 439,766 42,634 

6.12 

(1) 

6.10 GWWC RWWC DOE MOJA
MOIM
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(2) 

3

1 2 8 9 

a b a 
3 4 5 6 7 

a a 
1.          
 (1) A C A A C B A A A B A (21)
 (2) A C A A C B A A A B A (21)
 (3) B C A B C B A A A B A (17)
 (4) B C B C C C C A B C C (6)
 (5) A C A B B C C A C C B (11)
2.         
 (1) B C B B B B A A A B A (17)
3.         
 (1) B B C B B B A A A A A (19)
 (2)         
  1) A B A A B B B A B B A (21)
  2) B B B C B B B A B B B (14)
 (3) DOE B A B A A B B A B B A (21)
4.         
 (1) B C B A B B B A B B A (16)
 (2) B C B C B C C A B A C (9)
5.         
 (1) B B B B A A B A B B A (19)

2 2 1 2 1 2 2 1 1 1 -
1 a b
2 a 3 4 5
6 7 8 a
9 a

JICA

(3) 
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(4) 

5 4 5

1)  ( 1) 
2)  ( 1) 
3) DOE
4) 
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7.1 

65
66 /

7.2 

7.2.1 

1) 
2) 

7.2.2 

(1) 

(2) 
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(3) 

2006

(4) 

7.3 

(1) 

NGO

(2) 

6 7

30 40
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3 4 10 20
40%

(3) 

1) 

10 2

a) A
b) B

A B
2 A

250 / 510 / B
385 /

300 /
2006

25 40 %

2) 

2
A B

12 ha 6 ha



7

84

3) 

7.4 

(1) 

1) 

2019
102 / 110 kg/

2) 

400 kg/
2019 1.8 /

(2) 

1) 

2) 
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5

7.5 

165,000 /
352,000 /

(SWIM) SWIM
(SWIM-M) (SWIM-H) (SWIM-I) 3

SWIM-M DOE SWIM-H SWIM-I
IMO SWIM 1 2

7.6 

DOE

1) 
2) 
3) 
4) 
5) 
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7.7 

7.7.1

 (1) 
1)
2)

(2)
1)
2)

(3)
1)
2)  ( )
3)

 (1)
1)
2)

(2)
1)
2)

IMO 

DOE 
 (1) 

(2)
(3)
(4)
(5)

DOE 
IMO/
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図 7.7.1  
廃棄物管理計画

87

流域界

アンザリ湿原

アンザリ・ラグーン

河川

都市

州都

道路

Scale

1. 一般廃棄物管理

 (1)�環境啓発

    1)リサイクル活動への参加

    2)環境教育との連携

 (2)�全域での効率的な一般廃棄物収集

    1)地方部への廃棄物収集サービス提供

    2)都市部での廃棄物収集頻度、収集箇所の削減

 (3)�適切な一般廃棄物処分（　　　）

    1)一般廃棄物のコンポスト化 (   )

� � � �        (   既存)    

    2)衛生埋立処分場の建設 (ラシュト、アンザリ)(    )

    3)既存埋立処分場の閉鎖 (    )

Hospitals and Factories
1)�Proper Treatment of Infections Wastes
2)�Promotion of Reduction for Industrial Solid Wastes
3)�Regulation to Control Inudstrial Solid Wastes

1)�Participatory Recycling Activity
2)�Linkage to Environmental Education
3)�Change of Collection Frequency and Collection Pointing
� Municipalities

Cities

2. 産業・医療廃棄物管理

 (1)�有害な工業廃棄物、医療廃棄物の適正処理

    1)重金属を含む有害廃棄物の前処理施設

    2)感染性廃棄物の分別収集システムの構築

 (2)�非有害廃棄物処理

    1)産業廃棄物発生量削減とリサイクルの推進

    2)産業廃棄物管理に関わる法制度整備

3. 環境モニタリング

   都市部の廃棄物管理、地方部の廃棄物管理、

　 リサイクル活動、浸出水、産業・医療廃棄物に関する

　 モニタリング

提案事業／対策

 
E 49o 00' E 49o 30'

N 37o 30'

国際協力機構

イラン・イスラム共和国
アンザリ湿原生態系保全総合管理計画調査

AnzaliAnzaliAnzali

RashtRashtRasht

KhomamKhomamKhomam

ShaftShaftShaft

FumanFumanFuman

SomehsaraSomehsaraSomehsara

MasalMasalMasal

MasulehMasulehMasuleh

MarjaghalMarjaghalMarjaghal

SangarSangarSangar

Rezvan ShahrRezvan ShahrRezvan Shahr

Siyah MazgiSiyah MazgiSiyah Mazgi
To TehranTo Tehran

To KhoshkebijarTo Khoshkebijar

To BahijanTo Bahijan

To AstraTo Astra

To KiyashahrTo Kiyashahr
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7.8 

2004 2019
1,462 359 /

( ) ( ) ( / )
1.     
(1)     
1)  0 0 0 
2)  0 0 0 

(2)     
1)  22,471 61,717 5,740 
2)  99,180 284,044 16,633 

(3)     
1)  17,083 178,557 11,904 
2)  ( ) 3,817 8,372 558 
3)  ( ) 3,089 3,892 259 
4)  0 0 0 

2.     
(1)     
1)  600 1,793 119 
2)  0 6,459 428 

(2)     
 1)  0 0 0 
 2)  0 0 0 
6.  0 3,494 233 

 146,240 548,328 35,874 
JICA

7.9 

(1) 

7.7 IMO MOH DOE

(2) 

3
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1.           
 (1) A A C B B A B B A A(20)
 (2) A A C B C B C C A B(13)
2.           
 (1) A A A A A A C C B A(21)
 (2) 

C C A B C C C C A C(5) 

3.           
 (1) A A A B A A A B C A(24)
 (2) 

 ( ) B B A B C A C C B B(12)
 (3) 

 ( ) B B A B C A C C B B(12)
 (4) A A B C C A C C A B(15)
4.           
 (1) C A A A A A C C A A(18)
 (2) C A A A A A A B A A(23)
5.           
 (1) C C B C C C C C A C(3) 
 (2) A A A B C B C C A B(15)

2 2 1 1 2 2 2 1 1 - 
JICA

(3) 
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(4) 

5 4 5

1) 
2) 
3) 
4) 
5) 
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8.1

NGO

8.2

8.2.1

1) 

2) 

8.2.2

(1) 

/
/

NGO

(2) 
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92

(3) 

(4) 

8.3

8.3.1

2005 10

(1) 

(2) 

(3) 
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(4) 

3

(5) 

DOE

(6) 

2
20

(7) 

NGO

8.3.2

(1) 

(2) 

(3) 
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(4) 

(5) 

8.4

NGO

 1) 
2)
3)

 1) 
2)
3)

 1) 
2)
3)
4)
1)
2) MOJA NRGO DOE
3)
4)
5)
6)

 1) 
2) DOE
3)
4)
5)
6)
7)
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NGO 1) NGO
2) NGO
3) NGO
4)

8.5

(1)
1)
2)
3)
4)
5)
6)
7)

(2)
1)
2)
3)
4)
5)

DOE 
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(1)
1)
2)
3)
4)

(2)
1)
2)
3)

(3)
1)
2)
3)

4)
(4)

1)
2) MOJA NRGO DOE
3)
4)
5)

6)
(5)

1)
2) DOE
3)
4)
5)
6)
7)

(6) NGO
1) NGO
2) NGO
3) NGO
4)

MOIM 
MOJA 

DOE 
NGO
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8.6

2004 2019
( ) 12 385

( ) ( ) ( / )
1.     
(1)  0 3,324 222 
(2)  0 4,838 323 

2.     
(1)  0 2,416 161 
(2)  0 1,052 70 
(3)  0 1,825 122 
(4)  0 9,715 648 
(5)  1,175 11,140 743 
(6) NGO  0 4,150 277 

 1,175 38,460 2,564 
JICA

8.7

(1) 

8.5 DOE MOJA
NGO

DOE MOJA

.
NGO

NGO

/
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(2) 

3

1.         
(1) A A A B B B A A(11) 
(2) B A A B C B A B(9) 

2.         
(1) A B A A B B A A(11) 
(2) B C B B A C C C(5) 
(3) A B B A A C B B(9) 
(4) A A A A B B A A(12) 
(5) A B B A C B A B(9) 
(6) NGO B C B B A B A B(8) 

JICA

(3) 



8

99

(4) 

5 4 5

1) 
2) 
3) 
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100

9.1

9.2

9.2.1

-

9.2.2

Anzali Wetland Conservancy

9.3

(1) 
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NGO

JICA

(2) 

1) 
2) 
3) 
4) 
5) 
6) 
7) / /

(3) 

MPO
DOE /

(4) 

2
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102

WGLEP

.

.
NRGO MOJA

DOE MOJA/NRGO

WGLEP

.

.
NRGO MOJA

DOE MOJA/NRGO

JICA

(5) 

DOE
DOE

DOE

DOE

(6) WGLEP

DOE

WGLEP WGLEP 2004
6 1 WGLEP

WGLEP
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(7) 

9.4

(1) 

DOE

(2) DOE

DOE

DOE
OJT

(3) 

9.5
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DOE, MOJA, 
NRGO, MOE,
CHTO, MORT, 
WGLEP, ,
NGOs

JICA

9.6

2004 2019
13 25

( )
( ) ( / )

1. 
 (1)  890 33,300 2,220
 (2) WGLEP  0 900 60
 (3)  0 1,050 70
2. 
(1)  0 2,700 180

 (2) DOE  160 0 0
 (3)  270 0 0

 1,320 37,950 2,530
JICA

9.7

(1) 

9.5 NGO

(2) 

3
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105

1.        
(1) A A A B A B A(10) 
(2) WGLEP A A A B B A A(10) 
(3) A B B A A A A(10) 

2.        
(1) A A B B B A B(9) 
(2) DOE C A B A B A B(8) 
(3) C C C B A C C(3) 

JICA

(3) 

JICA

(4) 

5 4 5

1) DOE
2) WGLEP
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10.1

i) ii) iii) 

10.2

(1) 

10.2.1

*
(1)  308 153 
(2)  7,268 433 
(3)  24,499 4,398 
(4)  1,462 5,483 
(5)  12 385 
(6)  13 379 

 33,562 11,231 
2004 6

* 2005 20019 15

(2) 

10.2.1
4 9



10.2.1 2/2
( )

2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019

0 0 3,069 532 3,980 6,473 5,058 4,336 3,600 3,600 0 0 163 0 0 30,811
1. 0 0 58 0 0 3,600 3,600 3,658 3,600 3,600 0 0 58 0 0 18,175
2. 0 0 2,134 0 0 0 0 58 0 0 0 0 58 0 0 2,251
3. 0 0 818 246 0 122 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1,186
4. 0 0 58 286 3,980 2,751 1,458 619 0 0 0 0 47 0 0 9,199

252 508 752 773 853 851 1059 1386 1206 1206 1276 1206 1446 1276 1206 15,256
1. 85 85 43 43 43 43 43 43 43 43 43 43 43 43 43 732
2. 0 0 20 55 55 55 55 55 55 55 55 55 55 55 55 682
3. 0 0 20 246 316 287 287 357 287 287 357 287 287 357 287 3,664
4. 0 0 40.32 40.32 50.32 77.32 285.32 302.32 432.32 432.32 432.32 432.32 432.32 432.32 432.32 3,822
5. 167 423 628 388 388 388 388 628 388 388 388 388 628 388 388 6,356

252 508 3,821 1,305 4,833 7,324 6,117 5,722 4,806 4,806 1,276 1,206 1,609 1,276 1,206 46,067
(3%/ ) 4 23 293 142 688 1,294 1,297 1,421 1,373 1,559 465 488 720 626 646 11,039

256 531 4,114 1,447 5,521 8,618 7,414 7,143 6,179 6,365 1,741 1,694 2,329 1,902 1,852 57,105

98,847 48,669 132,625 109,458 97,686 44,711 48,010 45,251 33,255 28,652 19,655 8,484 5,790 3,204 2,487 726,785
1. 17,601 21,719 32,925 31,604 41,681 25,211 27,650 21,519 15,975 15,606 11,215 1,129 1,129 0 0 264,965
2. 4,336 12,461 12,040 15,951 18,153 19,372 20,360 23,732 17,281 13,045 8,439 7,356 4,661 3,204 2,487 182,877
3. 0 0 0 83 628 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 711
4. 1,110 1,152 1,152 64 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3,477
5. 0 128 511 511 256 128 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1,533
6. 75,801 13,209 85,997 61,246 36,968 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 273,221

65 275 990 2,500 3,360 4,679 4,605 3,954 3,705 3,317 3,281 3,190 3,162 3,119 3,130 43,331
1. 0 175 175 438 438 1,044 1,044 1,088 1,381 1,381 1,381 1,405 1,405 1,405 1,405 14,164
2. 0 0 653 1,699 2,447 2,790 2,790 2,170 1,797 1,518 1,579 1,506 1,497 1,461 1,472 23,377
3. 0 0 0 0 0 216 216 216 216 216 216 216 216 216 216 2,163

65 100 162 364 476 629 555 479 311 202 105 64 44 37 37 3,627
98,912 48,944 133,615 111,959 101,046 49,390 52,615 49,205 36,960 31,969 22,935 11,675 8,951 6,323 5,617 770,115

(3%/ ) 1,484 2,224 10,263 12,217 14,388 8,725 11,153 12,219 10,562 10,369 8,350 4,728 4,003 3,102 3,007 116,793
100,395 51,168 143,879 124,175 115,434 58,115 63,768 61,423 47,522 42,338 31,285 16,403 12,954 9,424 8,623 886,908

185,444 259,670 298,151 362,941 354,820 120,423 96,644 163,404 171,504 174,729 64,799 64,799 63,869 34,208 34,463 2,449,866
1. 185,178 254,294 292,775 320,315 319,303 100,508 74,979 159,489 167,589 170,559 55,384 55,384 54,454 24,793 24,793 2,259,796
2. 0 4,860 4,860 4,860 5,250 3,915 3,915 3,915 3,915 4,170 3,915 3,915 3,915 3,915 4,170 59,490
3. 266 266 266 37,766 30,266 16,000 17,750 0 0 0 5,400 5,400 5,400 5,400 5,400 129,580
4. 0 250 250 0 0 0 0 0 0 0 100 100 100 100 100 1,000

6,328 9,412 12,352 16,215 19,333 25,272 29,139 32,736 36,333 41,618 41,837 42,001 42,281 42,281 42,634 439,766
1. 5,441 8,360 11,280 14,199 17,119 22,799 26,396 29,993 33,590 38,522 38,522 38,522 38,522 38,522 38,522 400,303
2. 0 165 165 165 363 528 528 528 528 726 891 891 891 891 1,089 8,349
3. 273 273 273 1,217 1,217 1,311 1,581 1,581 1,581 1,736 1,736 1,900 2,170 2,170 2,325 21,344
4. 0 0 20 20 20 20 20 20 20 20 74 74 84 84 84 560
5. 264 264 264 264 264 264 264 264 264 264 264 264 264 264 264 3,960
6. 350 350 350 350 350 350 350 350 350 350 350 350 350 350 350 5,250

191,772 269,082 310,502 379,156 374,152 145,694 125,783 196,140 207,837 216,347 106,636 106,800 106,149 76,489 77,097 2,889,632
(3%/ ) 2,877 12,230 23,851 41,373 53,276 25,739 26,661 48,706 59,394 70,171 38,823 43,254 47,464 37,522 41,268 572,608

194,648 281,312 334,353 420,528 427,428 171,433 152,444 244,845 267,230 286,518 145,459 150,053 153,614 114,011 118,365 3,462,240

32,478 6,764 7,334 7,524 6,384 16,454 5,624 7,904 15,000 6,194 9,804 5,624 6,764 6,764 5,624 146,239
1. 14,795 6,764 7,334 7,524 6,384 16,454 5,624 7,904 8,094 6,194 9,804 5,624 6,764 6,764 5,624 121,651
2. 17,083 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 17,083
3. ( 0 0 0 0 0 0 0 0 6,906 0 0 0 0 0 0 6,906
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10.2.1 2/2
( )

2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019
4. 600 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 600

26,007 31,287 31,542 32,698 33,411 36,969 37,508 38,565 38,218 38,840 39,393 39,850 40,630 41,417 41,994 548,329
1. 18,240 18,843 18,743 19,591 20,011 23,396 23,680 24,505 24,402 24,821 25,068 25,351 25,906 26,460 26,745 345,761
2. 6,328 10,820 11,088 11,347 11,600 11,766 12,013 12,177 12,423 12,587 12,887 13,054 13,273 13,471 13,723 178,557
3. ( 922 960 964 1,009 1,046 1,049 1,053 1,056 562 597 599 601 603 605 640 12,265
4. 402 516 519 522 526 529 533 566 570 574 578 583 588 620 625 8,252
5. 114 149 229 229 229 229 229 261 261 261 261 261 261 261 261 3,494

58,484 38,051 38,876 40,222 39,795 53,423 43,132 46,469 53,218 45,034 49,197 45,474 47,394 48,181 47,618 694,568
(3%/ ) 877 1,729 2,986 4,389 5,666 9,438 9,142 11,539 15,208 14,607 17,911 18,417 21,192 23,636 25,489 182,227

59,361 39,781 41,862 44,611 45,461 62,861 52,274 58,008 68,426 59,640 67,109 63,891 68,586 71,817 73,107 876,795

0 0 0 0 0 587 0 0 0 0 587 0 0 0 0 1,175
1. 0 0 0 0 0 587 0 0 0 0 587 0 0 0 0 1,175

1,932 2,201 2,301 2,201 2,401 2,954 3,106 2,493 2,961 2,484 2,695 3,224 2,536 2,488 2,486 38,460
1. 141 179 229 129 229 174 314 178 284 194 323 264 294 148 244 3,324
2. 479 491 476 476 476 486 486 61 496 46 126 576 46 71 46 4,838
3. 0 109 99 99 99 199 199 209 199 199 199 199 199 209 199 2,416
4. 26 26 26 26 26 99 161 99 36 99 36 224 36 99 36 1,053
5. 40 40 40 40 40 235 235 235 235 235 90 90 90 90 90 1,825
6. 516 466 541 541 641 741 691 691 691 691 741 691 691 691 691 9,715
7. 320 480 480 480 480 810 810 810 810 810 970 970 970 970 970 11,140
8. NGO 410 410 410 410 410 210 210 210 210 210 210 210 210 210 210 4,150

1,932 2,201 2,301 2,201 2,401 3,541 3,106 2,493 2,961 2,484 3,282 3,224 2,536 2,488 2,486 39,635
(3%/ ) 29 100 177 240 342 626 658 619 846 806 1,195 1,306 1,134 1,220 1,331 10,628

1,960 2,301 2,478 2,441 2,743 4,166 3,764 3,111 3,807 3,289 4,477 4,529 3,670 3,708 3,817 50,262

1,319 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1,319
1. 890 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 890
2. DOE 159 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 159
3. 270 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 270

O&M Costs 2,528 2,528 2,528 2,528 2,528 2,528 2,528 2,528 2,528 2,528 2,528 2,528 2,528 2,528 2,528 37,920
1. 2,224 2,224 2,224 2,224 2,224 2,224 2,224 2,224 2,224 2,224 2,224 2,224 2,224 2,224 2,224 33,360
2. WGLEP 58 58 58 58 58 58 58 58 58 58 58 58 58 58 58 870
3. 67 67 67 67 67 67 67 67 67 67 67 67 67 67 67 1,005
4. 179 179 179 179 179 179 179 179 179 179 179 179 179 179 179 2,685

3,847 2,528 2,528 2,528 2,528 2,528 2,528 2,528 2,528 2,528 2,528 2,528 2,528 2,528 2,528 39,239
(3%/ ) 58 115 194 276 360 447 536 628 722 820 920 1,024 1,130 1,240 1,353 9,823

3,905 2,643 2,722 2,804 2,888 2,975 3,064 3,156 3,250 3,348 3,448 3,552 3,658 3,768 3,881 49,062
 (2004 6 ) 355,198 361,314 491,643 537,371 524,755 261,900 233,281 302,555 308,310 303,167 185,854 170,906 169,168 137,284 136,552 4,479,255

318,088 315,103 441,179 480,455 462,869 188,647 155,336 220,895 223,359 213,175 94,845 78,907 76,586 44,176 42,574 3,356,195
37,110 46,211 50,465 56,916 61,886 73,252 77,944 81,660 84,950 89,992 91,009 91,998 92,582 93,108 93,978 1,123,061

 (3%/ ) 5,328 16,422 37,765 58,637 74,721 46,268 49,447 75,131 88,106 98,331 67,665 69,216 75,643 67,346 73,093 903,118
4,771 14,321 33,888 52,426 65,909 33,327 32,926 54,853 63,830 69,142 34,531 31,957 34,245 21,671 22,789 570,587

557 2,100 3,876 6,211 8,812 12,941 16,521 20,278 24,276 29,188 33,134 37,259 41,398 45,675 50,304 332,531
360,526 377,736 529,408 596,007 599,475 308,168 282,727 377,686 396,416 401,497 253,519 240,122 244,811 204,630 209,645 5,382,373
322,859 329,425 475,067 532,881 528,778 221,974 188,262 275,748 287,189 282,317 129,376 110,865 110,831 65,847 65,363 3,926,782

37,667 48,311 54,341 63,126 70,697 86,193 94,466 101,938 109,226 119,180 124,143 129,257 133,979 138,783 144,282 1,455,592
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•

C
1

C
2

C
3

I.
II.

III.

環境教育

- 学校及び高等教育での環境教育

環境啓発および住民参加

- 政策決定者

- 宗教指導者

- 経済界と産業界

- 農民と地域コミュニティ

- 住民と旅行者

- NGOとジャーナリスト

環境ゾーニング

- 環境ゾーンの設定
- 環境ゾーニングの施行

野生生物の保全

- 希少種の保全
- 移入種の規制

生息地の保全

- 規制の強化
- 生息地の改善と維持

ワイズユースの促進

- エコツーリズムの開発
- 自然資源の持続的な利用

モニタリングとフィードバック活動

- 順応的管理のための環境モニタリング
- 環境研究活動

アンザリ湿原管理機構の設立

- アンザリ湿原課の設立

- WGLEPアンザリ湿原サブグループの設立

- 年次アンザリ湿原フォーラムの開催

能力開発

- 合同研修

- DOE実務研修

- 海外研修

土壌浸食進行防止

- 土壌浸食防止

- 地滑り及び斜面崩壊防止対策

森林及び放牧地管理

- 参加型資源管理パイロット活動の実施

- 荒廃森林地（70 km2）および放牧地沿いの草地

　（112 km2）の植林

- 林業計画に基づく森林管理（民間委託による

　４小流域の管理）

- 保護林の保全

- 放牧民による放牧地管理

- 参加型森林管理事業実施のための法制度整備

- 家畜移転プログラムの改善

平野部管理

- 土砂供給源での管理

- 沈砂地の建設

- 河川管理

生計向上対策

- NRGO地方事務所の能力開発

- 森林および放牧地における地域住民の生計向上

環境モニタリング

- 土壌浸食防止、土地利用／植生、放牧地管理、

  森林管理、移転プログラムに関するモニタリング

組織・制度強化

- 関連機関の連携

- 持続的な流域管理のための能力強化

都市部の生活排水管理

    - 下水道整備

      （ラシュト、アンザリ、ソメサラ）

    - 個別汚水処理施設の普及促進

    - 低リン洗剤の普及促進

地方部の生活排水管理

    - コミュニティ汚水処理システムの整備

      設計済みの７ヶ村

工業排水管理

    - 工業団地内への工場の集約

    - 工場団地の集中汚水処理施設の設置

    - DOEによるモニタリング活動の強化

畜産排水管理

    - 畜産業者が排出する汚濁負荷の処理

    - 平野部放牧地の家畜が排出する汚濁負荷の処理

農地からの汚濁負荷管理

    - 低投入型農業の促進

環境モニタリング

    - 生活排水処理状況、工業活動・排水処理状況、

      農業活動、湿原への流入汚濁負荷量、河川水質に

      関するモニタリング    

 

 

        　

 

　

コアゾーン

　野生生物保護区

　保護地域

　禁猟区

　ラグーン

　ヨシ原

バッファーゾーン

トランジションゾーン

河川

道路

エコツーリズムルート

I.

II.
III.

図 10.2.1

マスタープランの提案事業
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国際協力機構

イラン・イスラム共和国
アンザリ湿原生態系保全総合管理計画調査

下水・排水管理計画

廃棄物管理計画湿原生態管理計画環境教育計画

組織制度計画

流域管理計画

環境ゾーニング 一般廃棄物管理

    - 環境啓発

      （リサイクル活動への参加、環境教育との連携）

    - 全地域での効率的な一般廃棄物収集

      （地方部への廃棄物収集サービス提供、都市部での廃棄物

    　　収集頻度、収集箇所の削減）

    - 適切な一般廃棄物処分

       一般廃棄物のコンポスト化

        一般廃棄物のコンポスト化（既存）

       衛生埋立処分場の建設 (ラシュト、アンザリ)

       既存埋立処分場の閉鎖）

産業・医療廃棄物管理

    - 有害廃棄物の適切な処理

　    （重金属を含む有害廃棄物の前処理施設建設、感染性廃棄物

　    　の分別収集システムの構築）

    - 非有害廃棄物処理

    　（産業廃棄物発生量削減とリサイクルの推進、産業廃棄物

    　　管理に関わる法制度整備）

環境モニタリング

    - 都市部の廃棄物管理、地方部の廃棄物管理、リサイクル

      活動、浸出水、産業・医療廃棄物に関するモニタリング
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1)
- 100 /

30 /
- 40,000 / 30 /

2)
-
-
-

3)
-
-
-

4)
-

“ (1997 NATURE )”

( /ha/ ) (193 km2)
(10 / )

1)  4,400 84.9 
2)  1,200 23.2 
3)  670 13.0*1

4)  1,300 25.1*2

5)  4,500 86.9 
 11,525 233.1 

*1

*2 ( 30 / )

(1997 NATURE ) JICA

(4) 

1) 2) 3) 4) 
5) 6) 
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1)
- 58,700 /
-

2)
-

3)
-

4)
- 3 /ha

280 km2 840,000
5)

-
6)

- 182 km2

7)
-

8)
- 4,830 m3 4,740 ha

77 km2 182 km2 70 km2

58,700 m3

(2000 ) (182 
km2)

( /ha/ ) (182 km2)
(10 / )

1)  810 14.7 
2)   516 9.4 
3)  1,188 21.6 
4)  2,620 47.7 
5) /  782 14.2 

 5,917 107.6 
(2000 ) JICA

(5) 

1) 2) 3) 
4) 5) 6) 
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1)
- 30% COD: 87,151 / T-P: 1,120 /

-
-
-

2)
-
-

3)
-
-
-

4)
-

(6) 

1) 
2) 

3) 

1)
-
-
-
-

2)
-

3)
-
-

4)
-

5)
-
-
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(7) 

(8) 

(NPV) (B/C)
(EIRR) NPV

B/C 1.0 EIRR 12%

NPV 2,164
B/C 1.10 

EIRR 13.1 % 

2004 9 1,750
1,000 60%

( / / )
20,000 42.3% 
40,000 36.1% 
80,000 33.4% 
120,000 27.0% 
200,000 22.5% 

85,000 / /
30% 85,000 / /

22.5% 200,000 / /
58,000 / / 200,000 / /

22.5% 90%
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10.4

(1) 

1)
2)
3)
4)
5)
6)

2

1) 

2) 

(2) 

a) 2004 6

 1  = 8,652 100  = 7,955  (2004 6 30 )

b) 
20,275 / 15,797 /
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(3) 

2005 20019
(GRDP)

GRDP 3
5% GRDP 0.2 1.3%

 GRDP M/P * GRDP

2005 357,930 3,550 1.0% 
2006 375,820 3,610 1.0% 
2007 394,620 4,920 1.2% 
2008 414,350 5,370 1.3% 
2009 435,060 5,240 1.2% 
2010 456,820 2,620 0.6% 
2011 479,660 2,330 0.5% 
2012 503,640 3,020 0.6% 
2013 528,820 3,080 0.6% 
2014 555,260 3,030 0.5% 
2015 583,030 1,860 0.3% 
2016 612,180 1,710 0.3% 
2017 642,790 1,690 0.3% 
2018 674,930 1,370 0.2% 
2019 708,670 1,360 0.2% 

* M/P =

2,240 2003
436 0.05%

( / )
*1 M/P

1) MOJA 92,979 330 ~ 2,100 0.4% ~ 2.3% 
2) DOE 9,923 2,600 ~ 4,100 26.2% ~41.3% 
3) NRGO 33,622 0 ~ 2,790 0.0% ~ 8.3% 
4) GWWC 20,071 5,600 ~ 39,000 27.9% ~ 194.3% 
5) RWWC 96,843 180 ~ 1,300 0.2% ~ 1.3% 
6)  1,041,599  219 ~ 840 0.0% ~ 0.0% 
7)  32,873 25,500 ~ 41,000 77.6% ~ 124.7% 

*1- (2003 ) 2002

MOJA NRGO RWWC
DOE

GWWC
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0.05%

(4) 

1)  18,175 732 
2)  2,251 682 
3)  1,186 3,664 
4)  9,199 3,822 
5)  - 6,356 

 30,811 15,256 
 2,054 1,017 

DOE
DOE DOE

100 / 10 /

(5) 

1)  264,965 14,164 
2)  182,877 23,377 
3)  711 2,163 
4)  3,477 - 
5)  - 3,627 
6)  1,533 - 
7)  273,221 - 

 726,785 43,331 
 48,452 2,889 

9.4 / MOJA 930 /
180 / NRGO 336
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/

(6) 

1)  2,259,795 400,586 
2)  59,490 8,349 
3)  129,580 21,344 
4)  1,000 560 
5)  - 3,960 
6)  - 5,250 

 2,449,865 440,049 
 163,324 29,337 

( / / )
 (Shahr)  (Dehestan) 

 48,000 233,000 31,000 174,000 
1%  203,000 158,000 

(= ) 5,441 38,522 165 1,089

1%

(7) 

1)  121,651 345,761 
2)  17,083 178,557 
3)  6,906 12,265 
4)  600 8,252 
5)  - 3,494 

 146,239 548,329 
 9,749 36,555 
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( / / )
 (Shahr)  (Dehestan) 

 163,000 311,000 
2% 406,000 316,000 

(= ) 35,000 49,000 1,850 13,700

2%

(8) 

2004 6
5 (

) 18.7% 15

3% 20%

2004 2019

3%/  9,030 20.2% 
5%/  16,330 36.5% 

10%/
44,780 

40,500 90.4% 

(9) 

1) 4 5

4 5
(2005/06 2009/10)

2) 
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10.5

1) 
2) 
3) 
4) 

DOEDOE MOJAMOJA

DOE DOE MOJA MOJA 

GWWCGWWC RWWCRWWC

(( ))

MPOMPO

MPO MPO NRGONRGO

DOEDOE MOJAMOJA

DOE DOE MOJA MOJA 

GWWCGWWC RWWCRWWC

(( ))

MPOMPO

MPO MPO NRGONRGO
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JICA
(IEE) IEE

IEE 

(

)

1

IEE
TOR

 IEE

2

IEE 

IEE 3 3,000 /
4 2 180

2004 8 9 2
49

NGO
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No. 
1

1 Mr. Rasoul Mohammadi MOJA 
2 Mr. Mohammad Nejati MOJA 
3 Mr. Alireza Saeedi Environmental Health Expert of Physician Science University 
4 Mr. Sadegh Islami Environmental Health Expert of Guilan Physician Science University 
5 Mr. Adel Kazemi* NRGO 
6 Mr. Ismail Javadi Mine & Industry Organization in Guilan  
7 Mr. Naser Toutchi Ports and Shipping Organization – Port of Anzali 
8 Mr. Alireza N. Sanati Guilan Fishery Bureau  
9 Mr. Mohsen Urumieh Watershed Management Deputy  
10 Mr. Farhad Momenpour GWWC 
11 Mr. Rahim Khorasani MOE 
12 Mr. Alireza Mirzajani Caspian Bony Fishery Research Center, in Anzali 
13 Mr. Nooroddin Azimi Guilan University 
14 Mr. Shahrouz Mallah NGO, Nejatesabz Committee 
15 Mr. Mohamoud Nikouyeh NGO, Guilan Jamieate Sabz 
16 Mr. Roohollah Vahidi NGO, Sabzaeen  
17 Ms. Mayam Panahandeh NGO, Sabzaeen  
18 Ms. Shirin Parsi NGO, Women Association Against the Environmental Pollution 
19 Ms. Nasim Tavafzadeh NGO, Guilan Sabzkaran 
20 Mr. Abbas Safakar* Guilan DOE 
21 Mr. Asan Bagherzadeh* Guilan DOE 
22 Mr. Mohammadi Watershed Management Deputy 
23 Dr. Akbarinia JICA STUDY TEAM 
24 Dr. Okuda* JICA STUDY TEAM 
25 Mr. Fujii JICA STUDY TEAM 

1 Mr. Seyednourodin Hosseinpour Anzali Bony Fishes Research Center 
2 Mr. Seyedhojjat Khodaparast Anzali Fishery General Department 
3 Mr. Naser Toutchi Anzali Ports and Navigation Organization 
4 Mr. Alireza Nejatsanati Guilan NRGO 
5 Mr. Mohammad Cheraghcheshm MOJA 
6 Mr. Mohammadbagher Rafati WMD 
7 Mr. Reza Mahdavi MPO 
8 Mr. Hossein Amini ITTO 
9 Mr. Mohsen Oroumieh Watershed Evaluation study Office 

10 Mr. Mohammad Heidarzadeh HUDO 
11 Mr. Esmaill Tahsini HUDO 
12 Mr. Azadeh Amed Women ‘s NGO 
13 Mr. Adel Kazemi NRGO 
14 Mr. Mahyar Sakari DOE 
15 Mr. Asan Bagharzadeh DOE 
16 Mr. Rahim Khorasani RWO 
17 Mr. Hossein Ali Mohammadi MOJA 
18 Mr. Eghdami MPO 
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